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要         旨 

 本研究は澤本氏が長年にわたり学校教育の授業実践上で開発し、その普及に取

り組んできた授業研究法である「授業リフレクション」について、その目的と理

念を学術的にまとめなおし、自身の実践事例を用いその方法を具体的に示し、さ

らには事例を再評価することを通して、自身の開発した研究法の体系化を試みた

ものである。 
 「授業リフレクション」法とは教師の自己成長を促す授業改革・授業改善を目

的とし、その特徴は一人称視点でなされることにある。この背景として、D.ショ

ーンに依拠しつつ教師を「省察的実践家」として、経験を通して実践的知識を形

成する研究的主体と据える視座がある。そこで氏は授業者である教師自身による

授業のリフレクション記述を主要なデータと位置づけ、その記述を事後にリフレ

クトすることを通して授業をリデザインする力を育成することを目指してきた。

本研究では、ショーンの他、デューイやポランニー等、氏が参照してきた様々な

理論的根拠を元に、教師のリフレクション行為の重要性を説明するとともに、氏

自身の取り組んできた実践研究の中から教師のリフレクション記述の中に教師と

いう職能固有の「言語」があることを見出し、それらを価値付け、リフレクショ

ンという行為を通して教師が授業を改善し、リデザインを通して成長してゆくプ

ロセスを重厚な記述で描き出している。一方で、一人称的視点の研究であるが

故、特に氏自身による実践研究の分析について、学術的には馴染み無い論述の方

法であり、主観的記述による読み難さが伴うことが否めないことも指摘された。

一人称視点に基づくリフレクション記述を「研究方法」として確立するために

は、記述を価値付けする他者の存在が不可欠であり、氏自身が本研究においてこ

の他者性を発揮していることは論述から明白である。今後は氏自身が自身の授業

研究における立場を一層自覚化し研究を展開してゆくことが、方法論として一般

化し、氏と同じ立場の教師や研究者が授業リフレクションを展開する上で必要で

あろうという意見が付された。 
審査委員会は 2 回開催された（平成 29 年 11 月 22 日、平成 30 年 1 月 24 日）。

第一回目の審査会では、本論文の核となる reflection の概念の説明の不足、各章に

またがる内容の重複の改善、形式の不備等が指摘され、これらの修正を行った上

で、概ね公開審査に達する水準であることが確認された。平成 30 年 1 月 24 日の

公開審査会では論文の報告が適切になされ、質疑応答も的確になされた。最終審

査会では外国語を含む学力についても、十分な水準にあることを確認した。 
 以上から、本論文は、博士（社会科学）、Ph. D. in Education の学位論文として

十分な水準に達しているものと判断し、最終試験に合格とした。 
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○ 学位論文の全文公表の可否（ 可 ・ 否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由： 

ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 

 

※ 本学学位規則第２２条第４項に基づく学位論文 

全文のインターネット公表について 



 


